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新江ノ島水族館の高等教育機関・研究機関との連携 
   ―博物館・美術館と様々な機関・組織との連携の事例として― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                植田育男  (新江ノ島水族館）   

1954年7月1日開業 

2004年4月16日オープン 

江の島水族館と新江ノ島水族館 
 
 江の島水族館：1954年7月に藤沢市片瀬海岸に開業した。 
           戦後から高度経済成長期に転換する時期 
           に相当し、近代的水族館の第1号と謳われた。 
 

 新江ノ島水族館：2004年4月に江の島水族館 
           関連３施設を統合し前面改築 
           された。相模湾に生息する生物 
           の生きざまと、その生息環境の 
           再現を第一のコンセプトに掲げる。 
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(博物館としての)水族館の社会的役割・事業のベクトルは 
 
水族の収集・飼育・展示公開を通して、公衆への教育普及（生涯学習）と 
レクリエーションの機会を提供し、同時に自然保護(環境保全)に資する 
事業を展開する。 
そのバックボーンとして、水族(と生息環境)の基礎情報の収集、および飼育・展示に 
関する技術開発のための調査研究を行い、その知見を先の事業に活用する。 
 
日本は水族館大国である 
主要(日本動物園水族館協会加盟)のものだけで66館、その他のパブリック・ 
アクエリアムを合わせると、大変な数になる。 
 
日本列島は水族館銀座である ! 
 
数多くの水族館の中で自館の独自性と独創性を打ち出し世に問わなければ 
存続できない ! 
 
自館内の人員・資金・機材・時間に頼る調査研究では限界がある。 
 
しかるべき機関との共同研究を行うという結論に行き着く  
 

事例1 
日本大学生物資源科学部との連携 
 
1999年3月に日本大学との間で教育・ 
研究協力協定の覚書を締結した。 

㈱江の島水族館社報13号記事(1999年) 
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事例１－２ 
 

クラゲの癒し効果についての共同研究 
 
２００５年開始 

事例１－３ 
 

クラゲヒーリングナイト(お泊り水族館の１企画) 
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事例１－４ 
 
スターライトクラゲショー「海月の宇宙（そら）」 (演示展示への展開) 

事例２ 
東京工科大学片柳研究所 
アクアプロジェクトにおける共同研究 
 
アクアシップのコンテンツ、CG動画 
の開発⇒ハード設置・供用 
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事例２－２ 
アクアプロジェクトのノウハウを利用した児童向けＷＳの開催 (2006年実施) 

事例３ 
(独) 海洋研究開発機構 (JAMSTEC )との連携 
 

2003年に「深海生物の長期飼育に関する共同研究」の協定を締結  
2003－2007年(1期)、2008－2011年(2期)を進行させた 

新江ノ島水族館内の深海展示コーナー 
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化学合成生態系水槽の開発・製作・常設展示 

事例３－２ 
 

科学技術振興機構(JST) 
支援事業による教育普及 
機材の開発と出前授業 

江の島水族館－新江ノ島水族館を通して連携した事業(主要なもの) 

名称 期間 連携先 
相手本拠地
との距離 

口頭 
発表 

論文 
発表 

成果物
作成(卒
論・修論
を含む) 

特許･実
用新案
取得 

展示へ
の展開 

教室(教
育プロ
グラム)
実施 

枝状連
携への
発展 

(特定の名称なし)総合
的な研究・教育連携 

1999- 
日本大学生物
資源科学部 

7.9km  
(藤沢) 

○ － ○ － ○ ○ ○ 

深海生物の長期飼育
に関する共同研究 

2003- 
海洋研究 
開発機構 

15.4km  
(横須賀) 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

アクアプロジェクト 2004- 
東京工科大学 
片柳研究所 

37.3km  
(八王子) 

○ ○ ○ － ○ ○ － 
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ありがとうございました。 


